【修士2年生対象】

修士論文概要書の提出について
２００２年３月、修士課程修了予定の学生は、下記によ

り「修士論文概要書」を必ず提出してください。

記

1． 用  紙  配  布：機械・経営・建築⇒連絡事務室

                      そ  の  他       ⇒学  務  課

2． 提  出  先    ：機械・経営・建築⇒連絡事務室

                      そ  の  他      ⇒学  務  課

３．締  切：２００２年２月１４日(木)午後５時厳守
≪注意点≫

ⅰ．用紙は所定用紙を使用し、必ずＡ４版に縮小コピーして提出してください。

    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたものも使用できます。その際は両面コピーをし

    て１枚にまとめた上で提出してください。
ⅱ．概要書は所定用紙１枚に収めてください。

ⅲ．図面を入れる場合は、原稿用紙に直接書き込むか、

    貼付してください。

ⅳ．コピー１部を指導教員に提出してください。

ⅴ．指導教員の印鑑の印影がコピーされているものは受付しませんのでご注意ください。
ⅵ．機械・通信は、オリジナル原稿を連絡事務室に提出してください。

                                        （詳細：各連絡事務室まで）
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題  目
	ＤＫＬＩＣ処理系における分散論理変数の資源管理



	概要
普及している手続き型言語では、プロセス群の分散・同期・通信プロトコルの実装といった分散プログラミングに不可欠な処理の記述が非常に面倒である。
本研究では、動的プロセス生成・自動同期・非同期メッセージ通信を宣言的に記述する KL1 言語に基づき、既存の KLIC 処理系を拡張して宣言型ソケット通信の機能を提供する DKLIC 処理系を実装した。このことによって、直観的でなかった分散処理の記述を宣言的に行えるようにした。
分散論理変数の直結や廃棄を検出することによって、既存の DKLIC 処理系では不可能であった二重送信や通信の中継を排除し、分散論理変数の ID を早期に再利用することを可能とした。
また、KL1 言語に蓄積された高度な静的解析の技術を分散プログラミングに適用することを可能とした。それだけでなく、既存の静的解析の技術である型・モード・線形性体系に明確には現れない通信路の確立（分散論理変数のopen）という概念を明確に示した。分散プログラミングにおいては、素性の知れない通信データやモバイルコードに対して静的に検証を行えることは非常に重要である。
また、静的意味論を変えずに様々な通信手法を試みることは今後のネットワークの負荷を軽くする研究に役立つであろう。通信手法によるネットワークの負荷の変化を定量比較することは、本研究においても今後の課題である。
keywords

KL1 言語, KLIC 処理系, 分散処理系, 宣言型分散プログラミング.

KL1, KLIC, Distributed Implementation, Declarative Distributed Programming.
KL1 言語
KL1 言語では、述語呼び出しによって、プロセスの動的生成を宣言的に記述することができる。また、プロセス間の共有変数を通信路として、プロセス間通信プロトコルを宣言的に記述することができる。通信メッセージとして未定義変数を輸出入することによって、通信路の動的確立を宣言的に記述することができる。

また、KL1 言語では蓄積された静的解析の技術によって、通信データやモバイルコードの検証・最適化が可能である。
	
	DKLIC 処理系
既存の KLIC 処理系は、未定義変数を輸出できない手続き型ソケットしか提供していない。そこで、分散論理変数を実現するために、未定義変数を輸出入できる宣言型ソケットを実装する必要がある。

DKLIC 処理系は単純な実装を目指し、KLIC 処理系の拡張を行った。また、プッシュ型の非同期メッセージ通信を行うものとした。

DKLIC 処理系は次の階層から成るものとした。
1.接続サーバ dklicio.

2.検索サーバ.

3.ユーザ定義サーバ.
本研究では、最下層の dklicio を実装した。

DKLICP

DKLICP は dklicio が用いる通信プロトコルである。通信路の輸出入・書き込み・直結・廃棄を実現する。

通信路のライフサイクルは次の通りである。

1. open.  ID を割り当てて輸出入する。

2. use.   ID を利用して送受信する。
3. close. 書き込み・直結・廃棄して ID を回収する。
DKLICP は書き込み・直結・廃棄によって変数 ID を早期再利用する

dklicio

dklicio は、次の階層に分けて実装した。

1. 分散論理変数 fusesusp. 書き込み・直結・廃棄されたことを検出して dklicio に報告する。(C言語で250行)
2. 変数表. fusesusp を管理する。ID の割り当て・再利用を行う。(C言語で400行およびKL1言語で150行)
3. dklicio. 変数を輸出入する。変数の書き込み・直結・廃棄を送受信する。(KL1言語で350行)
まとめと今後の課題
既存の試作に比較して、通信路の直結・廃棄を検出できる DKLIC 処理系を実装した。これにより、二重送信や通信の中継を排除し、早期に ID を再利用することを可能とした。
今後は、KLIC に代わる下位処理系を検討する。例外処理を組み込む。他の ID 割り当て方式を検討する。検索サーバやエージェントを実装してみる。もっと計算量の小さな通信プロトコルを設計する。


